
                                                                                        

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 特集について 
  これからの学校は、これまでの実践とＩＣＴを最適に組み合わせ、教育の質の向上に

つなげることが必要とされています。 

  「個別最適な学び」については、「指導の個別化」と「学習の個性化」に整理されて

おり、児童・生徒が自己調整しながら学習を進めていくことができるよう指導すること

の重要性が指摘されています。 

また、探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同士で、あるいは地域の方々をはじ

め多様な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々な社

会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう必要な資質・

能力を育成する「協働的な学び」を充実することも重要です。 

本特集では、全ての子供たちの可能性を引き出し、一人一人の子供を主語とする学校

教育の実現に向けて、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実について

と、一人一人の子供を主語にする学びの姿について紹介します。 

 

２ 紙面の活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の子供を主語にする学校教育の実現 
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実～ 

 

        検索 たまじむ 
https://www.tamajimu.metro.tokyo.lg.jp/ 

 
＜二次元コードから、本特集の解説動画が視聴可能＞ 

 

東京都多摩教育事務所のホームページから、これまで発行した所報が閲覧、ダウンロード可能 

もっと 
詳しく 
知りたい 
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「個別最適な
学び」の概念と
「協働的な学び」
で育成する資質・
能力を確認でき

ます。 

「個別最適な学
び」及び「協働的
な学び」における
ＩＣＴの活用場
面を参考にでき

ます。 

「個別最適な
学び」と「協働的
な学び」の一体的
な充実について
理解することが
できます。 

一人一人の子供
を主語にする学
びの姿の例を確
認できます。 
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一人一人の子供を主語にする学校教育の実現 
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実～ 

   

 

 

   

  
 

 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 

 

 

 

この特集全体の 

詳しい内容はこちら 

10 秒でできる 

Ｗｅｂアンケートはこちら 

① 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月 26 日 中央教育審議会） ② 学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（令和３年３月版 文部科学省初等中等教育局教育課程課） 

③ ＧＩＧＡスクール構想の実現へ（令和２年６月 文部科学省）                            ④ 小学校及び中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編（平成 29 年７月 文部科学省） 

⑤ 学習者用デジタル教科書実践事例集 2021 年追補版（2021 年 3 月追補 文部科学省） 

参考文献  

全ての子供たちの可能性を引き出し、一人一人の子供を主語にする学校教育の実現 

 Q 「個別最適な学び」とは、どの
ような概念ですか。 

 
Ａ 「指導の個別化」と「学習の個
性化」を学習者視点から整理した
概念が「個別最適な学び」です。 

 
Q 「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実とは
どのようなことですか。 

これからの学校は、これまでの実践とＩＣＴとを最適に組み合わせ、教育の質の向上につなげることが必要とされています。本特集では、全ての子供たちの可能性を引き出し、一人一人の子供を主語にする学校教育の実
現に向けて、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実と、一人一人の子供を主語にする学びの姿を紹介します。 

 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

 

 
教師の指導 ＩＣＴの活用 

個 
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●一定の目標の達成を目指し、支援 
が必要な子供への重点的な指導 

●個々の特性や学習状況等に応じた 
指導方法・教材等の提供・設定 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
●子供一人一人に応じた学習活動や 

学習課題に取り組む機会を提供 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
●集団の中での個人に着目した指導 
●子供同士の学び合い 
●多様な他者とともに問題の発見や 

解決に挑む授業展開 
 

 

 

協 
働 
的 
な 
学 
び 

 

Ａ 授業の中で「個別
最適な学び」の成果
を「協働的な学び」
に生かし、更にその
成果を「個別最適な
学び」に還元するこ
となどです。 

 
 

 
●興味・関心等に応じた異なる

目標に向けて、学習を深め、
広げる活動に活用 

●確実な資質・能力の育成につ
なげる活動に活用 

 

還 
元 

 Q 「協働的な学び」では、どのよ
うな資質・能力を育成しますか。 

 

Ａ 探究的な学習や体験活動などを
通じ、多様な他者と協働しなが
ら、あらゆる他者を価値のある存
在として尊重し、様々な社会的な
変化を乗り越え、持続可能な社会
の創り手となることができるよう
な資質・能力を育成することで
す。 

一人一人の子供を主語にする学びの姿（例） 

す 
る 

・子供一人一人に対す
る実態に応じた目標
設定の把握 

・子供同士が学び合
うことができる活
動を設定 

・学習状況の把握・
分析 

・子供が多様な方法
で学ぶことができ
るような指導方法
等の工夫 

指
導
の
個
別
化 

学
習
の
個
性
化 

中学校 第２学年 数学「一次関数」 

生 

す 

か 

・前時の学習内容の理
解度に応じて、課題
を選択（ＡＩドリ
ル、ノート、デジタ
ル教科書を使用した
個別学習等）し、問
題を解く。 

◎導入 

指導の個別化 

か 

生 

す 
協働的な学び 

◎まとめ 

学習の個性化 

・本時の学習内容の理解度に応じて、自身の学習の
進め方を選択する。 
①類題を選択し、問題を解く。 
②検索機能を用いて、興味・関心等に応じた事象
から学習課題を設定し課題に取り組む。 

◎展開 

還 
元 
す 

る 

・本時の課題に対して、グループ
でファイル共有機能を用いて、
表、式、グラフによる自身の解
法と友達の解法の共通点や相違
点に着目して、特徴について考
察する。 

・ファイル共有機能を用いて、
学級全体に向けて整理した自
身の考えを発表する。 

・グループ内で議論した後、別
グループの他の解法について
共有する。 

●共同で作成・編集等を行う活
動、多様な意見を共有しつつ、
合意形成を図る活動、他の学
校・地域や海外との交流等に活
用 

 


